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平
治
宿
小
屋
の
屋
根
塗
装
と
ト
イ
レ
棟
屋
根
張
替
な
ど 

 

◇
実
施
日 

 

１
１
月
２
４
日
（
日
） 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
松
本
吉
殖
、
畑
林
秀
味
、
児
嶋
道
夫
、
濱
野
兼
吉
、

内
野
井
慎
搾
、
生
熊
千
満
子
、
上
村
和
美
、
杉
山
忠
、
西
克
、

杉
本
和
巳
、
梶
野
照
雄
、
山
口
康
宏
、
村
吉
光
夫
、
坂
野
良
、

長
谷
上
陽
大
、（
持
経
宿
宿
泊
者
）
金
子
沙
恵
、
長
江
弘
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
８
名 

  

山
彦
５
０
年
略
史
か
ら
平
治
宿
の
記
述
を
拾
っ
て
み
た
。 

昭
和
３
１
年
、
三
井
寺
が
三
間
四
方
の
小
さ
な
小
屋
を
建
て
る 

昭
和
５
７
年
、
奥
駈
羽
衣
会
と
山
彦
で
小
屋
修
繕 

昭
和
５
８
年
、
ト
イ
レ
棟
を
建
設 

平
成
３
年
、
山
彦
が
小
屋
建
て
替
え
と
西
行
歌
碑
設
置 

平
成
１
０
年
、
三
井
寺
、
再
建
記
念
大
護
摩
供 

平
成
２
５
年
、
水
場
径
大
改
修 

平
成
２
６
年
、
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
設
置
、
棚
を
作
り
毛
布
を
置
く 

平
成
２
６
年
、
小
屋
屋
根
塗
装 

平
成
３
１
年
、
志
納
金
盗
難
と
消
火
器
事
件 

令
和
２
年
、
水
場
径
改
修 

令
和
３
年
、
水
場
径
岩
場
に
う
回
路 

令
和
６
年
、
小
屋
屋
根
の
塗
装
と
ト
イ
レ
棟
屋
根
張
替 

前
回
の
屋
根
塗
装
か
ら
１
０
年
が
経
過
し
て
い
る
。
梶
野
君
か
ら
も
、
早
く
塗

っ
た
方
が
い
い
と
言
わ
れ
て
、
そ
の
必
要
性
は
強
く
感
じ
て
い
た
。
ま
た
、
松

本
君
か
ら
は
ト
イ
レ
棟
の
屋
根
張
替
を
冬
に
な
る
前
に
行
い
た
い
と
の
話
も

あ
り
、
９
月
か
１
０
月
に
実
施
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
た
。 

７
月
２
８
日
に
１
６
名
で
ペ
ン
キ
缶
や
刷
毛
、
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
を
平
治
宿
へ
運

び
、
そ
の
後
松
本
君
が
用
意
し
て
く
れ
た
３
ｍ
の
垂
木
６
本
や
ト
タ
ン
板
１
０

枚
を
持
経
宿
に
持
ち
込
ん
だ
。 

 
 
 

 
 
 

 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
集
合 

 
 

 
 

持
経
宿
に
着
く 

 
 
 

 
 

毛
布
を
担
い
で 

 

９
月
、
１
０
月
と
雨
が
多
か
っ
た
の
で
、
池
郷
林
道
の
路
面
状
態
が
不
安
で
、

１
１
月
１
２
日
に
７
人
で
整
備
に
向
か
い
、
水
流
で
出
来
た
溝
を
埋
め
、
流
れ

出
た
土
砂
を
除
去
し
て
何
と
か
通
れ
る
よ
う
に
し
た
。 

 
雨
で
延
期
に
な
っ
て
い
た
実
施
日
も
１
１
月
２
４
日
は
実
行
で
き
そ
う
な

予
報
に
な
っ
た
が
、
平
治
宿
へ
運
ぶ
物
が
洗
濯
済
毛
布
８
枚
や
ブ
ロ
ア
ー
、
ペ

イ
ン
ト
う
す
め
液
、
垂
木
６
本
な
ど
、
大
量
に
残
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
人
が

集
ま
る
の
か
、
と
不
安
だ
っ
た
が
村
吉
さ
ん
が
前
泊
さ
れ
て
ト
タ
ン
板
８
枚
を

平
治
宿
へ
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。 



 
若
手
の
坂
野
、
長
谷
山
君
や
強
力
と
言
っ
て
も
い
い
内
野
井
、
杉
山
君
を
含

め
、
１
６
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
人
数
の
不
安
も
解
消
さ
れ

た
。
た
だ
、
多
人
数
な
の
で
池
郷
林
道
に
入
る
車
の
選
定
に
悩
む
結
果
と
な
っ

た
。 

 

当
日
、
午
前
８
時
半
前
に
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車
場
に
全
員
が
集
合
。

沖
崎
よ
り
今
日
の
作
業
予
定
や
配
車
な
ど
を
伝
え
、
４
台
で
池
郷
林
道
に
入
る
。

持
経
宿
に
泊
ま
っ
た
村
吉
さ
ん
が
林
道
ゲ
ー
ト
ま
で
降
り
て
き
て
く
れ
、
松
本

車
を
ゲ
ー
ト
前
に
デ
ポ
し
村
吉
車
に
乗
り
換
え
て
持
経
宿
に
向
か
っ
た
。 

ゲ
ー
ト
か
ら
先
は
重
機
が
入
っ
て
少
し
整
備
さ
れ
た
よ
う
だ
。
と
村
吉
さ
ん
が

話
し
て
お
ら
れ
た
。
確
か
に
均
さ
れ
た
跡
が
数
カ
所
で
確
認
で
き
た
。 

約
１
時
間
で
持
経
宿
に
着
く
。
持
経
宿
に
は
昨
夜
宿
泊
し
た
愛
知
県
の
女
性
２

名
が
い
た
。
前
鬼
に
車
を
置
い
て
ピ
ス
ト
ン
す
る
そ
う
だ
。
我
々
の
作
業
予
定

を
聞
き
、
お
手
伝
い
し
た
い
、
と
申
し
出
が
あ
り
平
治
宿
へ
毛
布
を
運
ん
で
い

た
だ
い
た
。 

 
 
 

 
 
 

 

ト
イ
レ
棟
の
工
事 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

小
屋
屋
根
の
塗
装 

皆
さ
ん
に
荷
揚
げ
品
を
割
り
当
て
る
。
垂
木
６
本
は
坂
野
、
長
谷
山
の
お
二
人

が
引
き
受
け
、
内
野
井
君
は
荷
物
を
縦
に
積
み
上
げ
た
背
負
子
を
担
ぎ
、
バ
ラ

ン
ス
が
悪
い
な
と
言
い
な
が
ら
歩
き
始
め
た
。
２
０
㎏
ほ
ど
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

午
前
１
１
時
、
全
員
が
平
治
宿
着
く
。
先
着
の
ト
イ
レ
棟
工
事
班
は
ト
タ
ン
を

剥
が
す
作
業
を
始
め
て
い
た
。
ト
イ
レ
棟
工
事
は
松
本
、
畑
林
、
児
嶋
の
３
名

が
主
体
で
。
小
屋
内
の
清
掃
は
生
熊
、
上
村
の
お
二
人
で
。
屋
根
の
塗
装
は
沖

崎
、
村
吉
、
梶
野
、
坂
野
、
長
谷
上
の
５
名
が
担
当
し
た
。
内
野
井
、
杉
山
の

２
名
が
ト
イ
レ
棟
工
事
の
補
助
に
、
西
、
杉
本
と
愛
知
の
女
性
２
名
は
水
場
へ

降
り
た
。
濱
野
、
山
口
は
マ
キ
造
り
な
ど
を
行
っ
た
。 

昼
ま
で
の
１
時
間
で
全
体
の
６
０
％
位
ま
で
進
ん
だ
よ
う
だ
。
昼
食
を
手
早
く

済
ま
せ
午
後
の
作
業
を
始
め
る
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
ほ
ぼ
塗
り
終
え
る 

 
 

 
 
 
 
 

ト
イ
レ
棟
屋
根
も
完
成
間
近 

今
日
は
作
業
者
数
が
多
く
、
進
行
も
ま
ず
ま
ず
だ
が
、
１
０
月
と
比
べ
る
と
日

没
時
間
が
か
な
り
早
く
な
っ
て
い
る
の
で
午
後
２
時
に
は
作
業
を
終
え
て
持

経
宿
に
向
か
う
と
宣
言
し
て
お
い
た
。
午
後
１
時
半
ご
ろ
に
殆
ど
の
作
業
が
終



了
、
松
本
君
か
ら
は
「
樋
を
外
し
て
掃
除
し
た
い
が
、
今
日
は
や
め
て
次
回
に

作
業
す
る
」
と
説
明
を
受
け
た
。 

小
屋
屋
根
の
塗
装
は
、
低
温
で
塗
料
と
う
す
め
液
の
混
合
が
う
ま
く
い
か
ず
、

部
分
的
に
塗
り
斑
が
あ
る
が
、
全
体
の
更
な
る
強
化
の
た
め
、
来
春
も
う
一
度

の
塗
装
を
す
る
こ
と
を
検
討
中
だ
。
持
ち
帰
る
不
要
物
や
道
具
類
を
ま
と
め
て

午
後
２
時
過
ぎ
に
平
治
宿
を
後
に
し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 

塗
装
完
了 

 
 

 
 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
解
散 

午
後
３
時
過
ぎ
、
全
員
が
持
経
宿
に
着
き
午
後
３
時
１
５
分
に
持
経
宿
を
離
れ

た
。
下
り
も
ほ
ぼ
１
時
間
で
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
無
事
到
着
し
、
今
日
の
お
礼
と

来
月
の
迎
春
準
備
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
解
散
し
た
。 

ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
無
く
無
事
に
終
了
し
て
安
ど
感
い
っ
ぱ
い
だ
。 

飛
び
入
り
で
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
愛
知
県
の
お
二
人
か
ら
「
な
ん
の
違
和
感

も
な
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
の
続
き

も
や
り
た
く
な
る
よ
う
な
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
背
負
子
で
荷
物
を
運
ん
だ
の

は
今
日
が
初
め
て
で
す
。」
と
お
言
葉
を
頂
い
た
。 

 

３
ｍ
の
垂
木
を
運
ん
で
く
れ
た
坂
野
、
長
谷
山
の
お
二
人
、
２
０
㎏
近
い
荷

物
を
担
い
で
く
れ
た
内
野
井
、
杉
山
の
お
二
人
、
ま
た
作
業
に
携
わ
っ
た
全
員

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
、
す
べ
て
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。 

村
吉
さ
ん
は
事
前
の
荷
揚
げ
や
林
道
整
備
な
ど
、
毎
々
お
世
話
い
た
だ
き
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

い
よ
い
よ
迎
春
準
備
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
１
２
月
８
日
、
１
２
月
２

２
日
の
行
事
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
記
；
沖
崎
） 
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